
三次町歴史的街並み景観形成地区が
都市景観大賞『優秀賞』を受賞！！

お 知 ら せ

記者発表資料 平成３０年５月２１日

＜問い合わせ先＞

中国地方整備局 ０８２－２２１－９２３１（代表）（平日・昼間）

【担当】建政部 計画・建設産業課長 佐々木高志（内線 6121）
建政部 計画・建設産業課長補佐 大谷 信英（内線 6123）

【広報担当窓口】広報広聴対策官 岩下 恭久（内線 2117）
企画部 環境調整官 井上 和久（内線 3114）

○受賞地区 三次町歴史的街並み景観形成地区（広島県三次市）

○受賞部門 都市景観大賞 『都市空間部門』

○受賞者 三次町歴みち協議会
三次地区自治会連合会
三次市

ささき たかし

おおたに のぶひで

いわした やすひさ

いのうえ かずひさ

■同時発表先：合同庁舎記者クラブ 鳥取県政記者会 島根県政記者会 岡山県政記者クラブ
広島県政記者クラブ 山口県政記者会 山口県政記者クラブ
山口県政滝町記者クラブ 中国地方建設記者クラブ



１．都市景観大賞とは

平成30年度 都市景観大賞

※ 受賞地区の概要等は別紙「三次町歴史的街並み景観形成地区」をご参照ください。

■ 表彰地区の位置

２．都市景観大賞の表彰部門について

３．参考資料

○別紙１ 平成30年度 受賞地区一覧（全国分）

○別紙２ 中国地方における過去の受賞履歴

○参考 平成30年度 都市景観大賞募集内容

三次市

広島県

現在、都市景観大賞では以下の２部門により募集・審査が実施されています。

●公共的空間とその周りの宅地・建物等が一体となって良質で優れた都市景観が形成さ
れ、それを市民が十分に活用することによって、地域の活性化が図られている地区を
対象にした『都市空間部門』

●景観まちづくり教育の実施や、街歩きや景観に関するセミナーの開催、景観制度を活
用した取組など景観まちづくり活動の実施による良好な景観形成等のための活動を地
域に根差して行っており、それらが地域の人々の景観への意識・関心の高揚等につな
がっている優れた活動を対象にした『景観まちづくり活動・教育部門』

「三次町歴史的街並み景観形成地区」は『都市空間部門』における受賞となります。

出典：三次市ＨＰより（一部編集して作成）

○地区の範囲

広島県三次市三次町
三次本通り（南端）～上市・太才通り（北端）までのエリア

○アクセス

・ＪＲ尾関山駅より東へ約０．６km、ＪＲ三次駅より北西へ約1.２ｋｍ
（徒歩約７分） （徒歩約1５分）

・三次ＩＣより北西約3.ｋｍ
（県道470号線経由、車で約９分）

旧ＪＲ三江線

都市景観大賞（主催：「都市景観の日」実行委員会）は、良好な景観の形成に資する普及啓
発活動の一環として、平成３年度より毎年度実施されている表彰制度です。

景観に関する優れた地区・活動に対して表彰し、更なる取組みの契機としていただくととも
に、全国に広く紹介し良好な景観の形成が進んでいくことを目的としています。
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都市空間部門

三次町歴史的街並み景観形成地区

当地区は三次市の中心市街地にある三次町に位置する。
地区の大半は、三次本通り商店街を中心にして、沿道の商
店及び隣接の住宅からなる。
江戸時代に三次藩の城下町として栄えた当地区は、三次
藩が廃絶した後も町家筋を中心に在郷町として発展、明治・
大正・昭和にかけて「県北の商都」と呼ばれるまでとなり、
現在でも「卯建」のある町家や寺社、洋館、酒蔵など歴史
を感じさせる建造物が多く残っているが、昭和４０年代後
半から市の中心機能の移転などにより町のにぎわいが急速
に失われていった。
しかしながら、市の街路事業等を契機に、三次町歴みち
協議会が設立されて以降、市と地域住民との協働による景
観形成が進められ、少しずつではあるが、往時のにぎわい
を取り戻しつつある。
三次町は周囲を山と３つの大河川で囲まれた自然環境に
恵まれた地区でもあり、妖怪物語「稲生物怪録」や三次人形、
人形作家の辻村寿三郎氏など魅力ある文化も豊富である。　　　
平成 31 年春には、三次地区拠点施設（妖怪博物館等）
の開館も控えており、さらなる町の魅力発信の取組が必要
となっている。

古くは中世、三吉氏が居城を構えたことに始まり、江戸
時代には三次藩として現在の原型となる街並みが整ったと
される山懐に抱かれた歴史と文化が薫る街である。応募対
象地区はかつての政治・経済・文化の要衝となる上市・太
才通り及び三次本通りを中心とした道と街並みである。商
業機能を中心に栄えてきた街は度重なる河川の氾濫と昭和
のモータリゼーションの余波を受け衰退の一途を辿ってき
た。空洞化が止まらない街を憂い、意識の高い地域住民と
行政が一体となって取り組みを始めたのが 20 数年前であ
る。市の街路事業により石畳、小路、無電柱化、街路灯な
どが整備され、並行して住民による歴みち協議会が結成さ
れ、歴史的建物の修景化や町家、酒蔵の利活用としてチャ
レンジショップ事業など官民一体となった道づくり、街づ
くりが進められてきた。他方、浅野藩ゆかりの阿久利姫、
長い歴史をもつ三次人形、もののけ伝説に纏わる多彩なイ
ベントなど活発な活動も街の賑わい創出に大きく貢献して
いる。三次は霧の街でもあるそうだ。盆地と三川合流が織
りなす自然景観と響き合う街並景観形成への取り組みは高
く評価することができる。（富田）

写真左下側から右中側に向けてのまちなみが当地区。右奥の山が
比熊山。通りに沿って整然と商店・住家が立ち並ぶ。

「卯建 ( うだつ ) のにあう町」。石畳と建物との対比が美しい。本
卯建のある町はめずらしく、通りの奥には新緑の映える山並みが
見える。

GW中、れとりーとふぇすてぃばる風景。数多くの人々で賑わう。

通りの夜景。住民生活にも配慮した街路灯の控えめな灯りが幻想
的に通りを演出している。

広島県三次市
約 9.2 ha
三次町歴みち協議会、三次地区自治会連合会、三次市

所 在 地
地区面積
応 募 者

優秀賞 「都市景観の日」実行委員会 会長賞



　　　　　　　　　　（ 別紙１）



（ 別紙１）



（別紙２）

（平成１３年度以降）

「美しいまちなみ賞」（平成１３年度～平成２２年度）

年　　度 表彰内容 地　区　名 応　募　者

平成１３年度 優秀賞
福山市

福山久松通り地区

・福山久松通商店街振興組合
・広島県福山市
・福山商工会議所

平成１７年度 大賞
倉吉市

打吹地区
・打吹地区歩行ネットワークを考える会
・鳥取県倉吉市

平成１８年度 優秀賞
津和野町

環境保全地区
・津和野町まちづくり検討委員会
・島根県津和野町

平成１９年度 優秀賞
宇部市

中央町三丁目地区
・宇部中央地区再開発推進協議会
・山口県宇部市

平成２０年度 優秀賞
鳥取市

夢街道・鹿野往来城下町地区
・特定非営利活動法人いんしゅう鹿野まちづくり協議会
・鳥取県鳥取市

平成２１年度 大賞
真庭市

勝山町並み保存地区
・かつやま町並み保存事業を応援する会
・岡山県真庭市

平成２２年度 大賞
倉敷市

倉敷美観地区

・倉敷伝建地区をまもり育てる会
・特定非営利活動法人倉敷町家トラスト
・岡山県倉敷市

「都市空間部門」（平成２３年度以降～）

年　　度 表彰内容 地　区　名 応　募　者

優秀賞 江津市域地区 ・島根県江津市

優秀賞 浜崎地区
・浜崎しっちょる会
・山口県萩市

平成２４年度 大賞 吹屋地区
・吹屋町並保存会
・岡山県高梁市

平成２５年度 大賞 城下町長府地区
・城下町長府景観協議会
・下関市

平成２７年度 優秀賞 神門通り地区
・島根県
・出雲市
・神門通り甦りの会

「景観教育・普及啓発部門」（平成２３年度以降～）

年　　度 表彰内容 活　動　名 応　募　者

平成２５年度 大賞
関門地区（北九州・下関市）
景観ウォッチング＆セミナー

・公益社団法人福岡県建築士会北九州地域会
・山口県建築士会下関支部
・関門景観協議会（下関市・北九州市）

都市景観大賞　中国地方における過去の受賞履歴

平成２３年度
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